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福祉×食福祉×食

多世代交流多世代交流

生きがいづくり生きがいづくり

栄養栄養

食で地域がつながる食で地域がつながる

「誰もが孤立せず、こどもたちが健やかに「誰もが孤立せず、こどもたちが健やかに

　育つ場所を作ろう！」　育つ場所を作ろう！」

みんなのかなん食堂anyみんなのかなん食堂any

「地域の皆でわいわい楽しく「地域の皆でわいわい楽しく

　おいしいご飯を食べられるように」　おいしいご飯を食べられるように」

みんなのごはんやでーみんなのごはんやでー

　令和８年３月現在、河南町では「みんなのかなん
食堂any」、「みんなのごはんやでー」の２箇所で定
期的に開催されています。
　どちらもとても暖かく、寄付の野菜もたっぷり、
栄養たっぷりおいしいお料理が並びます。

　詳しくはそれぞれのInstagramをご覧ください。
　お友達お誘い合わせ、みなさまも是非参加してみてはい
かがですか？
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「みんなの居場所」「みんなの居場所」
地域食堂地域食堂



赤い羽根共同募金　　１,５７９,７８１円 (前年度より２万2224円減)
　令和７年度に集まった募金は大阪府共同募金会で集約され、翌年度に大阪府下の民間社会福祉施設や社会福祉
協議会などの団体に配分され、地域での身近な福祉事業に活用、特に町内のボランティア活動には、ほぼ100％
活用されています。

歳末たすけあい募金　　１,０７１,５００円 (前年度より１万3969円増)　
　募金は下記の町内福祉団体に歳末見舞金(合計70万円)として配分させていただき、下記の事業費として活用させ
ていただきました。

　道の駅かなんにて９月22日(月)を初回に、地域食堂(子ども食堂)や生活困窮者支援にと、野菜箱
の設置(食材支援)が始まりました。また、10月29日(水)河南町社会福祉協議会とJA大阪南農産物直
売所あすかてくるでは「河南町子ども食堂運営に係る食材の提供に関する協定」を締結しました。
これらの取り組みは、道の駅かなんとあすかてくるで羽曳野店、河内長野店に出店される生産者の
方々からのご厚意による食材を、町社協を通じ、町内で運営される子ども食堂へお届けします。道
の駅かなんからの食材は生活困窮者支援にも利用させていただいています。

食材提供支援、ご協力頂いています皆様、いつもありがとうございます。

道の駅かなん、JA大阪南農産物直売所あすかてくるで
より食材提供支援をいただいています

石川地区福祉委員会　　10万円
白木地区福祉委員会　　10万円
河内地区福祉委員会　　10万円
中村地区福祉委員会　　10万円
大宝地区福祉委員会　　10万円

河南町身体障がい者福祉協会　　10万円
河南町母子寡婦福祉会　　　　　10万円
生活困窮者支援事業　　　　8万1500円
ふれあい映画会　　　　　　　　29万円

あすかてくるでLINE

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました

令和７年度赤い羽根共同募金および歳末たすけあい募金明細
種　　別 赤い羽根共同募金 歳末たすけあい募金

地区募金(戸別・地区・自治会) １，１４９，２３７円
事業所募金(会社・商店) １７８，２７４円 ９３５，０００円

団体・その他 ８０，０９５円 １３６，５００円
学校募金 ２４，０３２円

バッジ募金(２００個) １００，０００円
募金箱 ４８，１４３円
合　　計 １，５７９，７８１円 １，０７１，５００円

令和7年度においても、
みなさまのご協力により、赤い羽根共
同募金、歳末たすけあい募金を実施す
ることができました。心よりお礼申し

上げます。

羽曳野店
▼

道の駅かなん
Instagram

▼
河内長野店

▼
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ボランティアセンターだよりボランティアセンターだより
河南町ボランティアセンター　TEL0721-93-6299河南町ボランティアセンター　TEL0721-93-6299

所在地：河南町大字白木1359-６　河南町役場３階 32番窓口所在地：河南町大字白木1359-６　河南町役場３階 32番窓口

　ボランティアサロンは、これからボランティア
を始めようという人から、経験豊富なボランティ
アまで、さまざまな人が訪れ、交流する場です。
ボランティアに興味はあるけど、なにから始めれ
ばよいかと不安な方でもお気軽にお越しください。
▼日時　３月12日（木） 午前10時～正午
▼場所　かなんぴあ２階　ボランティアルーム
▼内容　�アレンジ花（花の内容は変更する可能性

があります）ボランティアに関する情報交
換や相談

▼参加費　500円
▼問い合わせ　河南町ボランティアセンター
　　　　　　　℡ 0721-93-6299

　令和７年11月29日（土）河南町ボランティア
フェスティバルを開催しました。
　当日は開場してすぐに多くの来場者の方々が訪
れ、各ブースは賑わい、会場は活気にあふれてい
ました。そして、午後からの「おはなちゃ～んず」
によるウクレレ演奏会では、地域のみなさんと一
緒に手拍子したり、歌ったり、踊ったりと会場全
体が一体となって大盛り上がりでした。今回のフェ
スティバルの中で、人と人とのつながりの大切さ、
そして笑顔になれるボランティア活動の魅力を改
めて感じることができました。

はじめの一歩
ボランティアサロンボランティアサロン ボランティアフェスティバル記ボランティアフェスティバル記

第10回 2025 河南町ボランティアフェスティバル第10回 2025 河南町ボランティアフェスティバル
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　令和７年12月９日（火）一須賀
老人会館にて、「 げんきか～い
石川」を年の締めくくりとして開
催しました。今回は、毎回の開
催より参加枠を拡げた取組にて、
多くの方が参加いただきました。初めに松竹芸能から
暁光雄さんによる三味線漫談。今回２回目になります
が昭和世代の内容で実に面白く、参加頂いた方全員
が腹を抱えて笑って楽しんで頂けました。そのあとは
ボランティアさんの手作り「 たこ焼き」「 ぜんざい」に
舌包み、おいしくってお代わりも！そして年末恒例大
抽選会！私はちゃんちゃんこが当たりました。（夜中

トイレに立つとき重宝してます）
石川地区の、79歳以上の方！私た
ちと充実した時間を過ごしてみま
せんか？詳しくは、ボランティア・
地区民生委員まで連絡してね！

 いきいきサロン
　地区ごとに高齢者や子育て中の親などを対象に、
身近な会場で気軽に集える憩いの場として地区福祉
委員会がさまざまな催しを企画し、実施しています。

「いざ」というときに大切な地域のつながり「いざ」というときに大切な地域のつながり
～小地域ネットワーク活動～～小地域ネットワーク活動～

　近年、気候変動の影響などもあり、災害が激甚化するとともに頻発するようになっています。河南町においても災害はいつ起こるかわかりません。
「 いざ」というときには日頃からのつながりがとても大切で、地域の支え合い・助け合い活動がますます必要とされています！河南町では、昭和60
年代から旧小学校区を単位に地区福祉委員会が立ち上がり、地域での支え合い・助け合い活動を推進しています！

 小地域ネットワーク活動
　地区福祉委員会を中心としながら地域の高齢者、
障がい(児)者および子育て中の親子などが地域で孤
立することなく、安心して生活できるよう、保健・福
祉・医療の関係者と住民とが協働してすすめる、見
守り・援助活動です。

 地区福祉委員会
　地域住民やボランティアの参画により地域の高齢
者、障がい(児)者および子育て中の親子などが地域
で孤立することなく、安心して生活できるよう支え
合い・助け合い活動を行っています。

　令和７年10月23日（木）かなん桜小学校の５
年生を対象に芋煮会を開催し世代間交流を行い
ました。中村地区福祉委員会が主体となって前
日に材料の仕込みをおこない、当日は朝早くか
ら材料を煮込んで150人分を作りました。福祉
委員、ボランティアの方々によって無事におい
しい芋煮を子どもたちに振る舞うことができま
した。食後、児童たちからお礼の言葉と歌唱の
プレゼントがあり、私たちも心温まる一日とな
りました。

　令和８年１月25日（日）さくら坂地区集会所に
て、さくら坂文化祭を開催。 今回は、前年度開
催時のアンケートを元に「体験」を取り入れ、弘
川地区の森口さんを講師として竹細工を行いま
した。定員はあっという間に満席となり、最初
は子どもだけ参加とお話をされていたお母さん
も最終的には一緒になって工作をされておられ
ました。同時開催のG/Bカフェやお子さん向け
のゲームコーナーも大盛況で様々なエネルギー
をいっぱいもらった１日となりました。

　令和７年12月３日（水）近つ飛鳥小学校におき
まして、６年生を対象に「戦争体験を聞く会」を
開催致しました。
　講師は大宝５丁目在住の平木敬三氏で、講師
が子ども時代に過ごした堺市での戦争体験を
語って頂きました。
　戦後80年が過ぎ、「語り部」として「戦争体験」
を語れる方が少なくなる中、子ども達にとって
「戦争」とは「平和」とは「命」とは、を考える貴重
な時間になったのではないでしょうか。

　令和８年２月14日（土）ぷくぷくドームにて「令和７
年度小地域ネットワーク活動推進事業感謝の集い＆ふ
れあい映画会」を開催しました。
　第１部の式典では、日頃より地域福祉活動の推進に
貢献いただいている方に、社協会長から表彰状および感謝状の贈呈がありました。
　第２部では、河内地区福祉委員会より、日々の地域での活動についての事例発表を
行いました。参加者のみなさんで各地域での福祉活動への理解や関心を深める機会と
なりました。
　第３部の「 ふれあい映画会」では「35年目のラブレター」を上映し、大切な人との支
え合いに感謝し、思わず涙があふれる映画会でした。

　令和８年１月31日（土）に河南町地区福祉委員会研
修会を行いました。
　今回は講師に関西福祉科学大学の小口将典教授をお
迎えし、『地域共生社会の担い手を育む －福祉にとら
われない「 まち」づくり・「 ひと」づくり－』と題した講演を行っていただきました。
　参加者のみなさんには、これから福祉のまちづくりを進めていく中で、福祉とい
う枠組みにとらわれない視点の大切さを学ぶことができたと思います。
　福祉というのは特別なものではなく、日常の関わりやまちづくりそのものだと気
づき、また、改めて河南町の良さを大切にしていきたいと思えるような研修会とな
りました。

　１月25日(日)に、白木地区
いきいきサロン新年会を実施
いたしました。
　当日は寒さ厳しい中でしたが、お天気に恵まれ、多くの方々
にご参加いただきました。 
　河南荘のみなさんと一緒に体操を楽しむプログラムから始ま
り、大阪大谷大学の手話クラブ「Sign」さんは素敵な「手話歌」を
２曲披露してくださいました。大阪芸術大学でマジシャンを目
指すSota さんは、既にプロフェッショナルを感じさせる素晴
らしいテクニックと会話術で会場を魅了してくださり、終始和やかに楽しい
時間を過ごすことができました。 
　今年度のいきいきサロンの活動を支えてくださった皆様へ、この場をお借り
して厚く御礼申し上げます。これからも地域の皆様の健康と交流を支える場と
して発展していくことができますよう、ご理解・ご協力をお願い申し上げます。

中村地区福祉委員会中村地区福祉委員会
かなん桜小学校にて恒例の芋煮会を開催かなん桜小学校にて恒例の芋煮会を開催

河内地区福祉委員会河内地区福祉委員会
さくら坂文化祭を開催さくら坂文化祭を開催

大宝地区福祉委員会大宝地区福祉委員会
「戦争体験を聞く会」を近つ飛鳥小学校で開催「戦争体験を聞く会」を近つ飛鳥小学校で開催

石川地区福祉委員会石川地区福祉委員会
12月「げんきか～い石川」を開催12月「げんきか～い石川」を開催

小地域ネットワーク活動推進事業小地域ネットワーク活動推進事業
感謝の集い＆ふれあい映画会を開催感謝の集い＆ふれあい映画会を開催

河南町地区福祉員会研修会を開催河南町地区福祉員会研修会を開催

白木地区福祉委員会白木地区福祉委員会
白木地区福祉委員会新年会を開催白木地区福祉委員会新年会を開催
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商
店

須
原
繊
維

㈲
ス
ミ
ヤ　
内
田
登
志
夫

林
設
備

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン　
ニ
シ
ノ

㈱
松
田
工
務
店

吉
田
石
油
㈱

大
ヶ
塚
地
区

浅
尾　
修　
　
浅
尾
良
彦

小
笠
𠩤
善
久　
西
浦
康
彦

矢
野
晴
央

河
茂
寿
司

富
田
林
燃
料

西
浦
行
政
書
士
事
務
所

南
野
建
設

山
城
地
区

㈱
ア
ス
カ
カ
ン
パ
ニ
ー

㈲
石
田
測
量
設
計

河
内
自
動
車
工
業
㈱

㈱
キ
ャ
ッ
ト
ア
イ

㈱
倉
正

白
谷
生
光
園

竹
田
オ
ー
ト
㈱

㈱
田
中
造
園

㈱
田
中
塗
装
店

タ
ル
ヤ
食
品
㈱

丸
政
商
事
㈱

㈱
万
代　
河
南
町
店

八
尾
製
鋲
㈱

山
口
モ
ー
タ
ー
ス

寺
田
地
区

う
ち
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク

お
お
ひ
ら
整
骨
院

菊
水
電
器

㈱
山
和

Ｊ
Ａ
大
阪
南 

河
南
支
店

仲
谷
診
療
所

㈱
仲
林
建
設

㈱
林
農
機
具
店

福
本
設
計
事
務
所

Ｍ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｄ
ａ 

Ｉ
Ｔ 
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ

松
田
呉
服
店

松
田
書
道
教
室

洋
風
甘
味
処 

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ

北
加
納
地
区

北
村
三
郎　
　
斯
波　
誠

竹
谷　
清　
　
竹
谷
晴
夫

竹
谷
芳
明　
　
武
本
吉
章

武
本
良
次　
　
谷　
道
広

寺
元
宏
行　
　
𠮷
年
研
一

𠮷
年
幸
太
郎　
𠮷
年
繁
則

タ
ケ
モ
ト
総
建
㈱ 

武
本
勇
希

南
加
納
地
区

奥
野
早
苗　
　
丸
山
隆
吉

㈱
う
え
だ
フ
ァ
ー
ム

㈱
大
宇
宙
産
業

河
南
葬
祭

北
辻
し
し
ゅ
う

㈱
輝
竜
運
輸
倉
庫

Ｋ
Ｂ
Ｃ
電
気（
奥
野 

守
）

㈱
西
條
商
事

㈱
三
共
金
網
製
作
所

Ｎ
ａ
ｔ
ｔ'

ｓ　
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

㈱
ハ
ジ
メ
キ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

Ｂ
Ｄ
Ｆ

樋
口
加
工
所

㈲
丸
山

メ
グ
ミ
ル
ク
河
南
販
売
所　
中
谷
健
一

山
本
金
網
製
作
所

平
石
地
区

福
井
忠
雄　
　
山
本
昌
晴

㈲
上
田
製
作
所

白
木
地
区

幾
谷
紙
器

河
南
紙
業
㈱

食
品
加
工 
玉
手

長
坂
地
区

中
野
昭
三

北
山
産
業
㈱

ク
ボ
タ
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
ワ
ー
ク
ス
㈱

さ
な
だ
鈑
金

ど
ん
ぐ
り
学
園
河
南
校

㈱
萩
交
通
サ
ー
ビ
ス

㈲
不
二
化
成
工
業
所

フ
ジ
カ
ワ
産
業
㈱

今
堂
地
区

八
田　
士　
　
原
田
昌
彦

福
田
宗
久

今
西
自
動
車
整
備
工
場

㈱
サ
ン
ヨ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル

た
こ
焼
き
一
番
地

中
地
区

阪
口
敏
和　
　
平
田
勝
弘

山
本
陽
三

浅
井
燃
料
店

い
し
だ
園

グ
リ
ー
ン
寝
具
店
㈲

㈱
松
美
園

㈱
松
本
肥
料
店

㈱
マ
ル
タ
カ
化
学

ワ
ー
ル
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

馬
谷
地
区

北
口　
勉　
　
久
保
田
壽
子

古
川
元
一　
　
古
川
成
𠮷

松
本
四
郎

髙
橋
モ
ー
タ
ー
ス

藤
山
園
芸 

藤
山
裕
介

㈱
古
川
庭
樹
園

芹
生
谷
地
区

芹
生
谷
地
区神

山
地
区

医
療
法
人
慧
愛
会　
お
お
に
し
歯
科

オ
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ 

キ
ク
ス
イ

㈱
カ
サ
ワ
キ

カ
ッ
ト 

ド
ゥ 

カ
ワ
ジ
リ

河
南
工
業
㈱

カ
ラ
オ
ケ
・
キ
ッ
チ
ン 

リ
ア
ン 

キ
ク
ス
イ
ヘ
ア
ー
ズ

愚
留
芽

神
山
整
骨
院

髙
橋
自
動
車
整
備
工
場

㈱
タ
ナ
カ

豊
田
工
業
所

名
阪
真
空
工
業
㈱

八
幡
建
設
㈱

薮
田
建
設寛

弘
寺
地
区

兼
田
哲
士　
　
三
好
哲
二
郎

梅
川
商
店

奥
野
モ
ー
タ
ー
ス

㈱
カ
ナ
ン
サ
プ
ラ
イ
ズ

カ
フ
ェ
・
ベ
リ
ー

芝
本
建
設

㈱
大
起
建
設

辻
元
石
材

と
お
や
ま
薬
局

中
西
石
材
店

仁
和
作

廣
谷
瓦
商
店

藤
野
水
道
工
業

前
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
容
イ
ワ
ハ
シ

和
田
米
酒
店大

宝
地
区

大
林　
登　
　
近
藤
雅
美

山
本
典
子富

田
林
市

一
般
社
団
法
人 

富
田
林
医
師
会

阪
南
清
掃
㈱

藤
野
興
業
㈱八

尾
市

大
阪
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

団
体
な
ど

河
南
町
区
長
会

河
南
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

河
南
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

河
南
町
職
員
会

河
南
町
消
防
団

農
事
組
合
法
人
か
な
ん「
道
の
駅
か
な
ん
」

大
阪
芸
術
大
学

河
南
神
山
郵
便
局

河
南
町
役
場

河
南
郵
便
局

菊
一
寿
司

軽
費
老
人
ホ
ー
ム　
河
南
荘

コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
㈱
か
な
ん
健
康
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

Ｊ
Ａ
大
阪
南　
石
川
支
店

Ｊ
Ａ
大
阪
南　
河
南
支
店

（
社
福
）あ
す
か
の
会　
あ
す
か
の
園

（
社
福
）マ
イ
ウ
ェ
イ
福
祉
の
会　
草
笛
の
家

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
オ
ー
ク
ワ　
河
南
店

大
ヶ
塚
郵
便
局

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設　
ゆ
う
り

　

社
協
に
ご
寄
付

　
社
協
で
は
、
金
銭
や
物
品
の
ご

寄
付（
粗
供
養
の
志
な
ど
を
含
む
）

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
次
の

方
々
か
ら
社
会
福
祉
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、

社
協
が
実
施
す
る
事
業（
社
会
福

祉
事
業
全
般
）に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご
厚
意
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▼�

期
間　
令
和
７
年
９
月
１
日
～

令
和
８
年
１
月
31
日
現
在（
敬

称
略
）

澤
田　

浩
二　
（
寛
弘
寺
）

阪
口　

政
男　
（
寛
弘
寺
）

竹
谷　

芳
明　
（
北
加
納
）

浅
尾
宗
代
子　
（
山　

城
）

木
下　

昌
江　
（　

中　

）

▼
お
こ
と
わ
り

　
社
会
福
祉
協
議
会
並
び
に
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
ご
寄
付
を
い
た

だ
い
た
方
々
の
お
名
前
を
掲
載
し
謝
意
を
表
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
了

解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
の
み
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

武
田
喜
美
代　
（　

中　

）

石
場　

弘
之　
（
寛
弘
寺
）

嶌
田　

浩
記　
（
大
ヶ
塚
）

杉
本　

和
子　
（　

中　

）

久
保　

史
章　
（
山　

城
）

森
田　

充
彦　
（
寛
弘
寺
）

匿　
　
　
　
名

奥
埜　

孝
子　
（
芹
生
谷
）

玉
里　

光
生　
（
東　

山
）

松
井　
　

等　
（　

中　

）

福
田　

文
子　
（
白　

木
）

古
川　

泰
生　
（
神　

山
）

福
田　

豊
陸　
（
大
ヶ
塚
）

野
村　

桂
子　
（
一
須
賀
）

武
本　

充
明　
（
北
加
納
）

北
山　

𠮷
昭　
（
東　

山
）

奥
野　
　

満　
（
芹
生
谷
）

葛
城
佐
代
子　
（
寛
弘
寺
）

矢
根　

悦
子　
（
山　

城
）

Ｊ
Ａ
大
阪
南
女
性
会
河
南
支
部

武
本　

有
世　
（
北
加
納
）

古
川　

和
美　
（　

中　

）

阪
口　

和
子　
（
長　

坂
）

山
本　

尚
裕　
（
寛
弘
寺
）

幾
谷　

匡
泰　
（
白　

木
）

梅
川　

雅
弘　
（
寛
弘
寺
）

潮
田　

由
子　
（
今　

堂
）

河
合　

正
紀　
（
一
須
賀
）

《
物
品
寄
付
》

河
野　
満
也　
（
大
宝
４
）

紙
お
む
つ　
　
３
パ
ッ
ク

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
あ
ん
り

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
菊
水
苑

農
事
組
合
法
人
か
な
ん「
道
の
駅
か
な
ん
」

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

ワ
ー
ル
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

ワ
ー
ル
ド
牧
場
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社
協
か
な
ん
は
７
月
・
10
月
・
３
月
の
年
３
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
次
回
は
７
月
１
日
発
行
予
定
で
す
。

福祉教育福祉教育 ～子どもたちと福祉をつなげるために～～子どもたちと福祉をつなげるために～

この広報紙は赤い羽根共同募金の配分金の
一部をあてて発行しています。

　
２
月
６
日（
金
）近
つ
飛
鳥
小
学
校
に
お
い
て
、
草
笛
の
家（
社
会
福
祉

施
設
等
連
絡
会
）、
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
協
力
の
も
と
、
福
祉

教
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
草
笛
の
家
の
職
員
か
ら
障
が
い
の

理
解
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
聞
か
れ
て
い

ま
し
た
。
お
話
の
後
は
質
問
が
絶
え
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
福
祉
に
対
す

る
興
味
が
あ
ふ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
と
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
高
齢
期
の

疑
似
体
験
を
行
い
、
体
の
動
か
し
に
く
さ
や
見
え
方
の
変
化
な
ど
を
実

際
に
体
験
し
ま
し
た
。
体
験
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
子
ど
も
た

ち
が
交
流
し
、
そ
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
合
い
な
が
ら
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
福
祉
教
育
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
福
祉
へ
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
人
を
思
い
や
る
心
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
学
び
と
交
流
の
機
会
を
大
切
に
し
、
福
祉
に
つ

い
て
の
理
解
や
関
心
を
さ
ら
に
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
10
月
20
日（
月
）に
一
般
社
団
法
人 

生
命
保
険

協
会 

大
阪
府
協
会
様
よ
り
福
祉
巡
回
車
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
福
祉
巡
回
車
は
高
齢
者
等
の
見
守
り
を
か
ね
た
在
宅
給

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
の
地
域
福
祉
活
動
の
た
め
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
生
命
保
険
協
会 

大
阪
府
協
会
様
の
ご
厚
意
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

福祉巡回車を寄贈いただきました福祉巡回車を寄贈いただきました
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